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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 5,331 2.2 154 0.2 158 △3.0 128 27.3

2021年3月期第3四半期 5,216 △14.1 154 △19.2 163 △14.4 101 △5.8

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　102百万円 （7.2％） 2021年3月期第3四半期　　95百万円 （△24.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 112.18 ―

2021年3月期第3四半期 84.62 ―

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期に
係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 6,920 2,263 32.7 2,363.37

2021年3月期 6,544 2,526 38.6 2,109.82

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 2,263百万円 2021年3月期 2,526百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期に
係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,800 7.5 240 △2.6 240 △7.3 150 △10.7 125.26

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 962,948 株 2021年3月期 1,202,848 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 5,395 株 2021年3月期 5,395 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 1,149,473 株 2021年3月期3Q 1,197,503 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の一時的な回復の兆しが見られた

ものの、新たな変異株の出現による感染拡大に対する懸念に加えて、半導体不足等の製造部品供給制約及び鋼材価

格の上昇が重なり依然として厳しい状況であり、先行きについて不透明な状況が続くものと予想されます。

　このような経営環境の中で、当社グループ(当社及び連結子会社、以下同じ)は『お客様が求める環境作りのため

に私たち(社員)はお客様の声を起点に農と住の明日を創造する会社を目指します』を事業骨子とし、引き続き販売

力の強化や新製品の開発に取り組んでまいりました。

　当社グループが主力としております熱機器事業の農用機器は、コロナ禍における営業活動制限下での持続的な販

売活動の積み重ね等により、施設園芸用温風機の受注が伸び、前年同期に比べ売上高が増加いたしました。

　その結果、総売上高は53億３千１百万円(前年同期比2.2%増)となりました。

　損益面においては、鋼材価格等上昇影響あったものの売上増加により、営業利益は１億５千４百万円(前年同期

比0.2%増)となりました。経常利益は為替差損の計上により１億５千８百万円(前年同期比3.0%減)となりました

が、親会社株主に帰属する四半期純利益は投資有価証券の売却による特別利益を計上したことにより１億２千８百

万円(前年同期比27.3%増)と、前年同期を上回る結果となりました。

　当第３四半期連結累計期間のセグメント別の業績は、以下のとおりとなります。

[熱機器事業]

　当社グループが主力としております熱機器事業の農用機器は、コロナ禍における営業活動制限下での持続的な販

売活動の積み重ね等により、施設園芸用温風機の受注が伸び、熱機器事業の売上高は49億４千７百万円(前年同期

比2.3%増)となりました。

[衛生機器事業]

　衛生機器事業においては、富士山を始めとする公衆トイレ等の定期保守点検サービスの増強等があるものの、簡

易水洗便器市場の縮小により、売上高は３億５千４百万円(前年同期比0.7%減)となりました。

[その他事業]

　その他事業におきましては、農産物販売の増加等により売上高は２千９百万円(前年同期比24.2%増)となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

[資産]

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が３千９百万円減少

しましたが、売上債権が２億５百万円、棚卸資産が２億５千１百万円増加したこと等により、４億１千４百万円の

増加となりました。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ、有形固定資産が１千７百万円、無形固定資産が８百万円増加しました

が、投資その他の資産が６千３百万円減少したこと等により、３千８百万円の減少となりました。

[負債]

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ、賞与引当金が７千７百万円、流動

負債の「その他」に含まれる未払金が６千１百万円減少しましたが、仕入債務が４億３百万円、短期借入金が２億

２千１百万円増加したこと等により、５億６百万円の増加となりました。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ、長期借入金が１億３千６百万円増加したこと等により、１億３千２百万

円の増加となりました。

[純資産]

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ、親会社株主に帰属する四半期純利益

を１億２千８百万円計上しましたが、自己株式の消却により資本剰余金が３億２千９百万円減少したこと等によ

り、２億６千３百万円の減少となりました。

以上の結果、前連結会計年度末に比べ、総資産は３億７千６百万円増加し、69億２千万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想については、2021年５月７日に公表いたしました数値から変更しておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 589,055 549,910
受取手形及び売掛金 2,714,417 2,919,842
商品及び製品 314,330 309,684
仕掛品 136,413 202,670
原材料及び貯蔵品 759,710 949,215
その他 59,627 57,016
貸倒引当金 △287 △364

流動資産合計 4,573,267 4,987,977

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 675,665 721,985
その他（純額） 474,900 445,689

有形固定資産合計 1,150,566 1,167,674

無形固定資産 108,506 116,941
投資その他の資産

その他 720,968 648,019
貸倒引当金 △9,122 △33

投資その他の資産合計 711,846 647,985

固定資産合計 1,970,918 1,932,601

資産合計 6,544,185 6,920,578

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 893,137 1,297,124
短期借入金 1,109,668 1,331,408
賞与引当金 102,306 24,536
製品保証引当金 12,046 11,956
資産除去債務 － 2,750
その他 294,444 250,734

流動負債合計 2,411,602 2,918,509

固定負債

長期借入金 617,279 753,435
役員退職慰労引当金 39,320 42,343
退職給付に係る負債 922,356 916,885
資産除去債務 14,080 14,080
その他 13,133 12,274

固定負債合計 1,606,170 1,739,018

負債合計 4,017,772 4,657,527

純資産の部

株主資本

資本金 601,424 601,424
資本剰余金 480,463 150,601
利益剰余金 1,394,058 1,487,080
自己株式 △8,965 △8,965

株主資本合計 2,466,980 2,230,140

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,865 3,265
為替換算調整勘定 △7,353 △6,831
退職給付に係る調整累計額 43,921 36,476

その他の包括利益累計額合計 59,433 32,910

純資産合計 2,526,413 2,263,050

負債純資産合計 6,544,185 6,920,578

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 5,216,338 5,331,087

売上原価 3,236,316 3,335,732

売上総利益 1,980,021 1,995,355

販売費及び一般管理費 1,825,799 1,840,893

営業利益 154,222 154,461

営業外収益

受取利息 15 20

受取配当金 2,909 2,654

受取地代家賃 6,300 6,300

貸倒引当金戻入額 － 9,279

その他 13,630 4,776

営業外収益合計 22,856 23,030

営業外費用

支払利息 12,406 11,154

為替差損 － 6,569

その他 1,228 1,216

営業外費用合計 13,634 18,940

経常利益 163,443 158,550

特別利益

固定資産売却益 561 －

投資有価証券売却益 － 33,065

特別利益合計 561 33,065

特別損失

固定資産除却損 405 943

特別損失合計 405 943

税金等調整前四半期純利益 163,599 190,673

法人税、住民税及び事業税 15,659 18,393

法人税等調整額 46,609 43,334

法人税等合計 62,269 61,727

四半期純利益 101,330 128,946

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 101,330 128,946

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 101,330 128,946

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,284 △19,599

為替換算調整勘定 △8,590 521

退職給付に係る調整額 △5,435 △7,444

その他の包括利益合計 △5,742 △26,522

四半期包括利益 95,588 102,423

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 95,588 102,423

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年11月５日開催の臨時取締役会において、資本効率改善及び企業価値向上を目的として、自己株式取

得に係る事項について決議するとともに、取得する自己株式の全数を消却することを決議いたしました。この取締役

会決議に基づき、2021年11月8日に自己株式239,900株を取得し、2021年11月19日に取得した自己株式全数を消却した

結果、資本剰余金は329,862千円減少し、150,601千円となっております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　従来は請負工事契約に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事には工事進行基準を、それ以外

の工事には工事完成基準を適用しておりました。これを第１四半期連結会計期間より、一定の期間にわたり充足さ

れる履行義務は、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき収益を

一定の期間にわたり認識し、一時点で充足される履行義務は、工事完了時に収益を認識することとしております。

なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、履行義務の結果を合理的に測定できる場合、見積総原価に

対する実際原価の割合（インプット法）で算出しております。

　また、商品又は製品の国内の販売においては、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的

な取扱いを適用し、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合

には、出荷時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影

響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる影響はありません。
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